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８月に解体予定だった旧病棟 

総合政策委員会議案外質問でふたつのことを問いました 

投票権の保障と投票率向上について 

片柳1.２丁目南地域農業用水について 

  『運転免許証を返納したので夫婦そろって

行けなくなった』『投票所も期日前投票所

も遠くて行かれない』『コミセンでも投票で

きるようにして欲しい』 

 選挙のたびに、私のところにはたくさんの声が寄

せられます。特に昨年は選挙が続き、投票所が遠い

高齢者や交通公共機関が不便な地域は大変でした。 

 2007年期日前投票制度が開始され、全区に期日前

投票所が設置され、順次増設し各区２か所となりま

した。 

  2016年の参議院選挙からは、３か所目として駅周

辺や商業施設等、人の集まりやすい場所に臨時期日

前投票所が設置され、浦和コミュニティセンターや

イオン与野、イオン浦和美園の３施設に当日投票日

前３日間、臨時期日前投票所が開設されました。 

ところが北区と見沼区はこの３か所目がありませ

ん。（見沼区の面積は北区の約２倍あります） 

 制度が開始された2016年の参議院選挙では、期日

前投票利用率は11. 19％。その後制度が定着し、

2019年参議院選挙では30. 85％に上昇しました。 

 私は、『投票所まで２ｋｍも３ｋｍもあって投票

が困難な人たちがどれくらいいるのか把握している

か』と問いました。 

 市は『具体的な実態は把握していない。投票所の

設置は、選挙人の分布状況、人口の増加傾向、 適

切な投票所の有無などで検討している。全ての方の

身近な場所に設置することは難しい。不便を感じて

いる方もいることは認識している。』と答弁。 

 私は、埼玉県選挙管理員会が投票率向上のために

『今後は有権者の高齢化によって投票所への移動が

困難な人が増加していく。この対応を検討していく

必要がある。巡回投票所や移動支援について、全国

での先行事例を調査して、実施に向けた検討が見込

まれる市町村を支援していく』と報告していること

を紹介し、検討を求めました。 

 市は『投票所に行くことが困難な方々のための環

境整備が重要という提言が記述されており、今後重

要なものと認識している。様々な角度から検討し、

市と区の選挙管理委員会が連携して投票環境の向上

に努める』と述べました。 
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 片柳１、２丁目南側は、住宅街と見沼田圃の境

目に農業用水路と排水路が並行して１キロ以上 

流れているところです。水路は開渠で、むき出し

の農業用水路と排水路が流れ、 ここに住む人た

ち橋を架けて家に入る生活です。用水には安全の

ために高いフェンスが設けられ、安全ではありま

すが、草取りも溜まった枯葉やごみの掃除も大仕

事です。高齢者にはとても無理。 

 日本共産党は毎年予算要望で用水路の暗渠化と

通路改良を行うことを求めていますが、毎年道 

路計画課から『予定はない』『計画はしていな

い』という残念な回答が繰り返されてきました。  

 そこで農業用水でもあることから、農業環境政

策課に質問しました。 

 

【とば】中川の分水通りのように暗渠化できない

か、農政課としての見解をうかがう。 

【市】農業用水路は、用水の供給を行うための水

門や堰などの日常管理が発生するため、開渠構造

としての整備を行っている。車両の交通量や歩行

者が多い場合は、道路整備の一環として用水の供

給に影響がない範囲で暗渠化を実施している地域

もあるが、この場所は開渠構造で維持管理を継続

する。 

【とば】用水路に沿って住む人たちは、この用水

べりに生い茂る草や、水路の中の落ち葉やごみの

清掃にも大変苦労してる。フェンスは安全面から

必要だが、高いフェンスの中に入らないと草刈り

も掃除もできない状態。この用水路の維持管理に

ついて市の見解をうかがう。 

【市】水を供給する用水路の維持管理は、片柳土

地改良施設管理組合が定期的に実施しているが、

農業者の高齢化が進む中、なかなか作業が困難で

あることは認識している。農地の維持管理を目的

とした『多面的支払交付金』という制度があり、

草刈りや浚渫等、これは維持管理に利用できる制

度。管理組合等に意向を聞きながら、用水路の適

切な維持管理のために推進していく。 

【とば】府中では下水道の整備に伴い農業用水路

の一部を暗渠化し、今も水田に水を供給しながら

『疎水百選』に選ばれている。開渠でも親水の緑

道を整備や、ビオトープや公園を整備したり工夫

している。見沼田圃と農業用水を守っていくため

にも、住民の生活と共存していくためにも、維持

管理だけでなくて、開渠であるならば、開渠を生

か、農業用水の機能に加えて、景観にも配慮した

住民が親しめるような水路にしてほしい。 

【市】水路幅が３ｍ、舗装が３、５～４ｍ。車両

は交互通行という状況で水辺空間のような整備難

しい。維持管理についての制度を地元にも周知徹

底し支援していく。 

 


